
令和４年１０月２８日 

大学院生命科学研究科 統合生命科学専攻 

遺伝機構学講座 教授募集 

 

京都大学大学院生命科学研究科 統合生命科学専攻 遺伝機構学講座では、下記のとおり教授

を公募することになりました。適任者の応募または推薦をよろしくお願いいたします。 

職種 教授 

募集人員 １名 

所属及び 

勤務場所 

所  属：京都大学 自然科学域 生命科学系 

大学院生命科学研究科 統合生命科学専攻 

遺伝機構学講座 

勤務場所：京都市左京区吉田近衛町 

職務内容 ・生命科学研究科の学生（修士課程・博士後期課程・研究生等）を教育・研究

指導し、次世代の生命科学を担う人材を育成する。 

・ウエット実験系研究者として大規模定量データを取得しつつ、自ら情報科学

や数理生物学的アプローチを用いて生物学的意味を抽出・理解、そして利活

用して、生命科学分野のデジタルトランスフォーメーションを先導する。 

・生命科学研究科の運営に関わる業務 

・学部学生への教育 

専門分野 ・分子から個体レベルの生命科学分野（扱う現象と生物種は問わない） 

・定量生物学分野 

応募資格 ① 上記の専門分野またはその関連分野で博士の学位を有すること 

② 上記の専門分野で顕著な業績をあげ、職務内容を遂行するための優れた能

力と意欲を有すること 

③ 大学院学生及び学部学生への教育と研究指導に、優れた能力と意欲を有す

ること 

着任時期 令和５年６月１日 

試用期間 あり（６ヶ月） 

任期 なし 

勤務態様 専門業務型裁量労働制（週３８時間４５分相当、１日７時間４５分相当） 

休日：土・日曜日、祝日、年末年始、創立記念日 

給与・手当等 本学支給基準に基づき支給 

社会保険 文部科学省共済組合、厚生年金保険、雇用保険及び労災保険に加入 

応募書類 下記の提出書類を紙媒体に出力したもの１部（Ａ４判横書き・片面印刷）と

PDF形式で作成したファイルを保存したCD-ROM１枚の両方を提出してくださ

い。 

① 履歴書：写真添付，住所・連絡先(電話番号・電子メールアドレスを含

む)・学歴(高等学校卒業以降)・職歴・研究歴・学会活動等社会活動歴・

資格・賞罰など記載のもの 

② 研究業績（著書及び学術論文目録、学会並びに社会における活動状況、過

去の研究費獲得状況） 

③ 主要著書及び学術論文別刷（５編以内） 

④ 現在までの研究の概要と着任後の研究・大学院学生及び学部学生への教育

に対する抱負（Ａ４判６ページ以内） 

⑤ 応募者について参考意見を伺える研究者（２名以上）の氏名、所属・役

職、及び連絡先 



なお、出産、育児または介護により研究を中断した期間がある場合は、応募者

の申し出により、研究業績の審査において考慮しますので、その旨を記入して

ください。 

応募締切 令和４年１２月２３日（金）必着 

選考方法 書類審査のうえ、面接により選考を行います。面接の詳細は候補者に別途連絡

します。 

提出方法・提出先 ・封筒の表に「遺伝機構学講座教授応募書類在中」の旨を朱書きし、 

簡易書留郵便やレターパック等、追跡確認ができ配達の記録が残る方法にて

送付してください。 

・提出先 〒606-8501 京都市左京区吉田近衛町 

     京都大学 大学院生命科学研究科 総務掛 

         TEL: 075-753-9221 

問合せ先 京都大学 大学院生命科学研究科 統合生命科学専攻 

遺伝機構学講座教授選考調査委員会 

委員長 上村 匡 

TEL: 075-753-9238  E-mail: uemura.tadashi.5m@kyoto-u.ac.jp 

その他 ・着任後に准教授もしくは助教１名を採用できる予定です。 

・提出頂いた書類は、採用審査のみに使用します。正当な理由なく第三者へ開

示、譲渡及び貸与することは一切ありません。応募書類はお返ししませんの

で予めご了承願います。 

・京都大学における男女共同参画推進施策の一環として、「雇用の分野におけ

る男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律(男女雇用機会均等法)」

第8条の規定に基づき、選考において評価が同等である場合は、女性を優先

して採用します。女性研究者の積極的な応募を期待します。 

・京都大学大学院生命科学研究科では男女共同参画を推進するためのアクショ

ンプランを定め、女性教員の採用を推進するとともに、子育てや介護などラ

イフイベントに応じた研究教育環境の整備や支援を充実します。

(https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/about/gender-equality/)。 

・京都大学では、すべてのキャンパスにおいて、屋内での喫煙を禁止し、屋外

では喫煙場所に指定された場所を除き喫煙を禁止するなど、受動喫煙を防止

しています。 

・生命科学研究科は、研究活動におけるコンプライアンスに対する教職員や学

生の意識の向上に努めています。 

・生命科学研究科に関する各種情報につきましては、生命科学研究科ホームペ

ージ (https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/) をご覧ください。 

 


